
（厚労省・平成26年の最賃履行確保を主眼の
監督結果）違反率は過去最高の10.7％となる
／（パート法施行規則改正案示される）職務
に密接関連の通勤手当は均衡確保の努力義務
／（雇用保険基本手当日額を変更）最低額は
1848円から８円引下げの1840円／ほか
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＊＊本誌ご購読の皆様へ＊＊

ビジネスセミナー「労働塾」のご案内http://rouki.chosakai.ne.jp/
バックナンバーが閲覧できます!!
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労務相談室
〔従業員が紹介した者が採用に至った場合〕手当支給・昇給は問題か ─ 48
〔採用直後の２人がうつ病で長期欠勤〕１人は有期雇用だが解雇は ── 50
〔業務命令の内容を就業規則等に記載〕どこまでの記載必要か ──── 52
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就業規則等
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●トピック／改訂成長戦略〈雇用制度改革〉
　　　　　　の内容

（編集部）

成果で評価する労働時間制度創設や
技能実習制度の拡充等示される

秋北バス事件の最高裁判決は、⑴就業規則の規定の新設・変更によって、従業員のこれまでの権利を奪い、不利益な労働条
件を一方的に課することは、原則として、許されない、⑵ただし、「その規定の新設・変更が合理的なものである場合に限っ
て」個々の労働者の同意がなくても、新設・変更後の就業規則を適用できる──と判断している。労働契約法でも、その変
更が「合理的なものである場合」に限って、個々の労働者の同意がなくても、適用できると定めている（９条・10条）。

（労務コンサルタント・布施直春）

第24回・労働条件の適法な引き下げ方法②
～就業規則変更による労働条件引き下げの方法～

不利益変更も合理的なものである
場合に限り反対者にも適用が可能

トラブル防止の労働法実務─────────── ６連載

──── 20
障害者のための細かな業務スケジュール
を作成し職業的自立を促す

（編集部）
～独立行政法人国立がん研究センター東病院～

●新企業事例／
　現場に聞く！ 障害者雇用の今 ⑥

─────────── 28●解釈例規物語60

第23条関係〔死亡労働者の退職金〕
 （中川恒彦）

在職中死亡した労働者の退職金の受給権者
は就業規則に定められた受給権者である

────────── 40●労働局ジャーナル

〔岐阜労働局管内・大垣労働基準監督署〕

介護施設事業者を対象に
「労務管理セミナー」を開催
～介護労働者が安心して働ける職場へ～

本書は、労働審判、ADR、民事訴訟等の手続の流れについて、具体的な労働紛争
を事例として挙げた上で解説するとともに、労働紛争における労働審判や民事訴
訟における手続上の対応を、実務的な側面から詳しく解説しています。労働紛争
解決のスペシャリストである弁護士が共同して執筆しており、紛争解決の流れに
ついて実務的で具体的なイメージをつかむことができます。社会保険労務士の方
や企業の法務担当者、人事総務担当者の方などに最適の1冊。

個別労働紛争・ADR・労働審判・民事訴訟手続きを
わかりやすく解説！

労働紛争解決のための
民事訴訟法等の基礎知識

第１章　はじめに
　第１節　個別労働紛争における解決方法につい

て
　第２節　労務における個別労働紛争解決手続の

概要
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